
令和２年（２０20年）１1月１２日（木曜日）

内閣府に初登庁、副大臣室にて（写真上）
宮中における認証式に出席後、官邸で写真撮影（写真右）

官邸で、加藤勝信官房長官（内閣府において拉致
問題等を所管）と固く握手を交わす

鳥取県米子市での「拉致問題の早期解決を願う国民のつどい」に
出席するとともに、４３年前の拉致現場を視察

江
戸
川
、
中
川
、
綾
瀬
川
の
堤
防
強

化
事
業
を
強
力
に
推
進
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
災
害
に
備
え
る
国
土 

強
靭
化
も
着
実
に
進
め
て
ま
い
り 

ま
す
。

　

農
業
は
国
の
基
で
す
。
農
業
農
村

整
備
事
業
の
充
実
し
た
予
算
を
確
保

し
、
農
業
所
得
の
増
大
、
生
産
性
向

上
、
農
家
経
営
の
安
定
、
都
市
農
業

の
振
興
等
、
豊
か
さ
を
感
じ
る
ふ
る

さ
と
の
実
現
と
農
業
競
争
力
強
化
の

支
援
に
向
け
全
力
を
尽
く
し
ま
す
。 

　

今
後
も
ひ
る
む
こ
と
な
く
、「
国

民
の
た
め
に
働
く
内
閣
」
の
一
員
と

し
て
、
国
と
地
元
の
発
展
の
た
め
に

全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

皆
さ
ま
の
ご
指
導
と
ご
鞭
撻
を
賜
り

ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

衆
議
院
議
員
、
三
ッ
林
ひ
ろ
み 

で
す
。
日
頃
よ
り
皆
さ
ま
に
お
支
え

い
た
だ
き
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

　

さ
て
、
こ
の
９
月
の
菅
義
偉
新
内

閣
発
足
に
よ
り
、
内
閣
府
副
大
臣
に

就
任
い
た
し
ま
し
た
。
拉
致
問
題
、

地
方
創
生
、
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
、
少
子
化
対
策
、
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
、
健
康
・
医
療
戦
略
、
科

学
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
政
策
等

の
担
当
で
す
。
菅
総
理
の
も
と
、
政

府
の
一
員
と
し
て
、
国
民
の
皆
さ
ま

の
声
に
耳
を
傾
け
、
全
身
全
霊
、
全

力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

菅
総
理
は
就
任
に
際
し
「
役
所
の

縦
割
り
、
既
得
権
益
、
そ
し
て
悪
し

き
前
例
主
義
を
打
破
し
て
、
規
制
改

革
を
行
う
。
そ
し
て
、
国
民
の
た
め

に
働
く
内
閣
を
つ
く
る
」
と
宣
言

し
、
早
速
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対

策
、
経
済
対
策
、
さ
ら
に
デ
ジ
タ
ル

庁
創
設
、
ま
た
不
妊
治
療
の
保
険
適

用
な
ど
、
多
く
の
課
題
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
私
も
丁
寧
な
説
明
と
ス

ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
、
国
民
の
皆
さ

ま
の
ご
期
待
に
お
応
え
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

一
方
で
、
地
元
・
埼
玉
で
強
く
要

望
・
期
待
さ
れ
て
い
る
課
題
も
、
こ

れ
ま
で
同
様
し
っ
か
り
と
前
に
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

圏
央
道
の
暫
定
二
車
線
の
四
車
線

化
や
東
埼
玉
道
路
の
早
期
開
通
、
三

郷
流
山
橋
の
架
橋
等
、
交
通
網
の
整

備
を
強
力
に
進
め
、
地
域
の
活
性
化

を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
近
年
多
発
す
る
豪
雨
に
備

え
る
治
水
事
業
と
し
て
、
利
根
川
、

郷
土
を
愛
し
、
日
本
を
守
る
。

「
安
定
」
と
「
挑
戦
」

令
和
の
新
時
代
を
創
る
た
め

全
力
で
頑
張
り
ま
す
。
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ろ
み

三ッ林ひろみ
特集号

三ッ林ひろみ衆議院議員 内閣府副大臣に就任！

　
菅
義
偉
新
総
理
・
総
裁
の
も
と
、
新
た
な

内
閣
が
発
足
、
三
ッ
林
ひ
ろ
み
衆
議
院
議
員

が
内
閣
府
副
大
臣
に
就
任
し
ま
し
た
。
新
た

な
立
場
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
政
策
実
現
に
ま

い
進
す
る
自
民
党
埼
玉
県
第
１４
選
挙
区
支
部

長
の
三
ッ
林
ひ
ろ
み
衆
議
院
議
員
の
最
近
の

活
動
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

ご
あ
い
さ
つ



令和２年（２０２0年）１1月12日（木曜日）

衆議院災害対策特別委員会視察、熊本豪雨災害
被害の実情と対策の進捗を現地調査 内閣府地方創生担当副大臣として現地視察（松伏町、吉川市、三郷市など）

衆議院予算委員会の新型コロナウイルス感染症対策
参考人質疑で、有識者会議諮問委員会の尾身茂会長
と議論

衆議院内閣委員会の閉会中審査において政府を
代表し官房長官に代わって答弁に立つ

　　 感染を診断するのは、ＰＣＲ検査と
抗原検査。

　　　　　　　　　　　　発症２日前から
発症後７日から １０ 日程度。

三ッ林ひろみ埼玉
１４区 【国会事務所】

〒１００-８９８２　東京都千代田区永田町２‒１‒２　衆議院第二議員会館５２２号室
　　　　　　ＴＥＬ　０３（３５０８）７４１６　ＦＡＸ　０３（３５０８）３８９６

衆議院議員（自由民主党埼玉県第14選挙区支部）

【幸手事務所】
〒３４０－０１６１　埼玉県幸手市千塚４９０
　　　　　　ＴＥＬ　０４８０（４２）３５３５　ＦＡＸ　０４８０（４３）３５３５
【杉戸事務所】
〒３４５－００２５　埼玉県北葛飾郡杉戸町清地２－１６－７
　　　　　　ＴＥＬ　０４８０（３８）６９６３　ＦＡＸ　０４８０（３８）６９１８
【三郷事務所】
〒３４１－００２４　埼玉県三郷市三郷２－１－１－１０１
　　　　　　ＴＥＬ　０４８（９３３）９７０２　ＦＡＸ　０４８（９３３）９７０４

公式サイト　http://h-mitsubayashi.com/

三ッ林ひろみさ   
　んのプロフィール

昭和３０年　埼玉県幸手市に生まれる
昭和４６年　幸手市立幸手中学校卒業
昭和４９年　埼玉県立春日部高等学校卒業
昭和５７年　日本大学医学部卒業
平成４年　医学博士取得
平成２１年　日本歯科大学附属病院副院長
平成２３年　自由民主党埼玉県第１４選挙区支部長
　　　　　日本大学医学部臨床教授
　　　　　日本歯科大学生命歯学部教授
平成２４年　第４６回衆議院議員総選挙　初当選
　　　　　以来３期連続小選挙区で当選
平成２７年　厚生労働大臣政務官
令和元年　自由民主党副幹事長
令和２年　内閣府副大臣（拉致問題、地方創生、

少子化対策、子ども・子育て支援、
健康・医療戦略、科学技術・イノベー
ション政策等を担当）

現在、自民党埼玉県選出国会議員団会議事務局長
終末期医療に関するＰＴ事務局長
ＨＰＶワクチンの積極的勧奨再開を目指す議員連盟
幹事長代行、医療と地域の明日を考える会事務局長
臓器移植を考える議員連盟事務局長
邦楽器商工業振興議員連盟事務局長
吟道議員連盟事務局長
日本の節句文化を継承する議員連盟幹事長
つくばエクスプレス利用建設促進議員連盟事務局長
オウム真理教対策議員連盟事務局長
葛西用水路土地改良区理事長、埼玉県治水協会会長
埼玉県土地改良事業団体連合会会長
埼玉県バレーボール協会会長
柔道（初段）、剣道（参段）、詩吟（六段）
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現在の

国内では １０月２７日の時点で
していると診断、年代別では２０代が最多。

６月以降に診断された人のうち、重症化したのは５０代以下が
０．３％、６０代以上は ８．５％。死亡した人は、５０代以下が ０．０６％、
６０代以上が ５．７％。

３密環境で感染を広げなければ、流行を抑えることができる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 この他に、
「飲酒をともなう懇親会」「大人数や長時間におよぶ飲食」 
「マスクなしでの会話」「狭い空間での共同生活」「居場所
を切り替えた際の休憩室や喫煙所、更衣室など」の５つの 
場面で注意。

　　　　　　　　　　　　　　　　のみで自然に回復するこ
とが多い。必要な場合には解熱薬などで症状を抑える「対症
療法」。呼吸不全を伴うと酸素投与やステロイド薬、抗ウイ
ルス薬を投与。改善しなければ人工呼吸器を使用。
こうした治療法が確立されたことなどによって、医療機関に
入院した人が死亡する割合も低くなっている。

　　　　既に臨床試験に入っているものもある。発症や重症
化を予防できるか、現時点では不明。一般的にワクチン接種
の副反応はまれだが不可避的に発生する。今回のワクチンに
ついても現在確認中。

過去の感染歴は抗体検査で調べる。

重症化のリスクとなる基礎疾患には、慢性閉塞性肺疾患、 
慢性腎臓病、糖尿病、高血圧、心血管疾患、肥満がある。 
妊婦、喫煙歴のある人も注意が必要。

日本の人口当たりの感染者数と死者数は、全世界の平均や
　　　　　　　　　　　　　　　　で推移。

他の人に感染させてしまう期間は、
　　　　　　　　　　　　　　　　　 特に発症直前・直後は
ウイルス排出量が多くなる。

重症化しやすいのは、高齢者と基礎疾患の
ある人たち。

３密の環境で感染リスクが高まる。

軽症の場合は、経過観察

ワクチンは通常より速いペースで開発が 
進行。

他の人に感染させている人は２割以下。

約９万 6０００ 人が感染

高齢者は高く、若者は低い。重症化や死亡
する割合は以前と比べて低下。

主要国と比べて低い水準

出典：厚生労働省 新型コロナウイルス感染症の 
　　　  いま  についての 10 の知識 より作成〝〝


